
  
 

柏崎刈羽原子力発電所６号機大物搬入建屋の杭の損傷 

 
令和３年 11 月 10 日 

原 子 力 規 制 庁 

 

 

東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」という。）は、令和３年７月９

日、柏崎刈羽原子力発電所６号機大物搬入建屋の耐震強化工事において、同建屋

下の掘削作業を行っていたところ、同建屋の既存鉄筋コンクリート杭で損傷を確認し

た。 

原子力規制庁は、１１月２日に東京電力と面談して報告を受けた。その内容は別添

のとおり。 

また、当日の面談において、原子力規制庁から東京電力に対し、柏崎刈羽原子力

発電所６号機の設工認審査において、杭が損傷した原因、それを踏まえた補修方法

及び同様の杭構造を有する耐震重要施設の設計への反映の要否等を確認すること

となる旨を伝えた。 

  

面談録：https://www2.nsr.go.jp/data/000369864.pdf 

 

 

添付資料 

 別添 柏崎刈羽原子力発電所６号機大物搬入建屋の杭の損傷について 

     （１１月２日の面談資料） 
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